
　新年明けましておめでとうございます。
　北海道知事として初めての新年を道民の皆様と共に
迎えることができ、大変うれしく思います。
　大いなる挑戦を掲げ、勇気を持って果敢に前進を続
けてきた私としては、本年を北海道にとって更なる発
展と飛躍の年とするため、道政に全力を尽くしてまい
りますので、よろしくお願い申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、元号が令和に改めら
れ、天皇陛下が御即位されるという時代の大きな節目
となる 1年であり、本道においては、外国人観光客が
初めて300万人を超え、北海道米に続き牛肉の輸出体
制が強化され、Ｇ20観光大臣会合では、北海道の食と
観光を世界に発信することができました。
　加えて、国内初の民間単独開発のロケット打上げ成
功、新千歳空港の発着枠拡大の決定、17年ぶりの欧州
航空路線の就航開始という出来事が続き、さらには、
東京オリンピックにおけるマラソン、競歩競技の札幌
開催が決定し、北の大空に大きな夢が広がる年であっ
たと考えています。
　一方で、台風による甚大な災害を目の当たりにして、
多くの方が安全・安心の重要性を強く意識する中、胆
振東部地震災害からの復旧・復興や国土強靱化に向け
た取組を推進するとともに、高齢社会の到来を見据え
た医療・介護従事者の確保など、将来にわたって安心
して暮らし続けられる地域づくりに向け、各般の政策
を展開してまいりました。
　また、本道を取り巻く国際情勢が大きく変化する中、
農林水産業の生産基盤の整備や北の森づくり専門学院
の開校など担い手の育成・確保をはじめ、持続的な鉄

道網の確立に向けた鉄道の利用促進や利便性の高い地
域交通を目指すMaaSの取組、炭鉄港などの日本遺産
や恐竜・化石といった歴史的価値を有する地域資源の
活用、外国人相談センターの開設をはじめとする多文
化共生社会の推進など、地域課題の解決と新たな活力
の創造にも取り組んできております。
　本年においては、地域・産業・未来の視点のもと、
人口減少対策はもとより関係人口の創出など地域創生
を市町村と共に推進し、地域経済を先導する食・観光
などの産業振興を図り、さらに未来指向の政策として、
ICT技術を活用した北海道ソサエティ5.0の実現や本道
の将来を担う人づくりに取り組んでいくこととし、そ
の上で、北海道を応援いただく方々の知恵と力を結集
する「ほっかいどう応援団会議」を活用し、地域課題
の解決に向け、市町村とスクラムを組み、前へ前へと
力強く進んでまいります。
　私は、これからの 1年は、新たな路線誘致など戦略
的展開が期待される空港の一括民間委託のスタートや
アイヌ文化の継承・発展の拠点となるウポポイのオー
プン、東京オリンピックにおけるマラソン、競歩、サッ
カー競技の札幌開催など、本道の魅力を世界に発信す
る大きなチャンスを迎えていると考えており、道民の
皆様と共に世界と北海道が直接つながる新交流時代元
年としてまいりたいと考えています。皆様には、ご支
援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　新しい年が、皆様にとりまして、希望に満ちた年と
なりますよう、心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶
といたします。
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